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孔子は，何よりも人間が愛情の動物，善意の動物であり，
その無限の能力を信じたればこそ，個々人に対して，内

面的修養を通して道徳的に完成するよう求めたのであった。だが，
孔子にとって，その個人の道徳的な完成は，たんに個人にかかわ
るのみでなく，国家社会のためでなければならなかった。人間は
人間社会以外に生きようがなく，ならば，この現実社会を理想社
会としようとするのが，孔子を祖とする儒教の根本精神である。

人間の人間に対する愛情，そ
れを以

もっ

て道徳の基礎とするこ
とは，おおむねの倫理説，乃

ない

至
し

は宗教の，一致す
るところであるであろう。いいかえれば，ひとり
孔子の教えばかりの，専

もっぱ

らにするところでは，な
いであろう。ただ孔子の教えには，他の教えには
必ずしも見られない，少なくとも必ずしも強調さ
れない，二つの特殊な面がある。
一つは であり，また一つは

である。もうすこしくわしくいえば，前
者は，愛情の最高の表現は政治にあるとすること
であり，後者は，愛情は必ず思慮を伴

ともな

うことによ
って完成するとすることである。……
孔子に於ける政治の重視，それは，論語の次の

条によって，最もよく示される。
例のやんちゃな弟子の子路

し ろ

が， について質問
したことがある。
――子路，君子を問う。
それに対し，孔子はまず答えている。
――己

おのれ

を修
おさ

めて以
もっ

て敬
つつし

め。
或いは別のよみ方では，
――己を修むるに敬みを以てせよ。
いずれにせよ，自己の道徳的完成，それが君子，すなわ

ち紳士たるものの第一の資格とするのである。ところで子
路はいかにも子路らしく，無

ぶ

遠慮
えんりょ

に反問している。それだ
けでいいのですか。
――斯

か

くの如
ごと

きのみか。
すると孔子は答えている。
――己を修めて以

か

くて人を安
おさ

めよ。
「人」とは，自己に近い範囲の人間，つまり家族隣人の

ことであると，注釈にはいう。
しかし子路はなお満足しなかった。
――斯くの如きのみか。

と，もう一度，おなじ質問をくり返している。それに対す
る孔子の答えは，強烈である。
――己を修めて百姓

ひゃくせい

を安めよ。己を修めて百姓を安むるこ
とは，堯舜

ぎょうしゅん

（古代の聖王）すらなおこれに病
なや

みしものを。
ここに至って，孔子の態度は，大
へんあきらかである。「己を修め

つつ，百姓を安んぜよ。」百姓とは農民の意ではない。すべ
ての人民の意である。つまり

。それが君子の，つまりすぐれた人間の，究極の
任務であるとするのである。そうしてそれは，堯舜のような
すぐれた為政者にも困難であったと，附言されており，それ
がすべての人間への期待ではないことが示されているが，そ
れと共に，人間の任務が政治にあることを主張するもので，
この言葉があることも，至ってあきらかである。
これは，人間は愛情の動物であることを信じ，人間の能力

の無限を信じ，それゆえにこそ，何にもまして人間を愛した
孔子としては，当然の帰結であったであろう。

――
とも べ こ ともがら

とも

。〈注：鳥や獣と
はいっしょに暮らすわけにはいかない。わたしはこの人間
の仲間といっしょに居るのでなくて，だれといっしょに居
ろうぞ。〉
人間の愛情は，人間の相手をもつことによってこそ，成立

する。なるだけ多くの相手に，愛情をふりかける方法として，
政治は，たしかに有力な方法である。

（吉川幸次郎『中国の知恵』新潮文庫）



教義学的に言えば，原罪とは，
アダムの堕

だ

罪
ざい

による罪性とし
て受け継

つ

がれた，全人類とその子孫にわた
る悪の伝

でん

播
ぱ

と存続である。したがって人間
はすべて生まれながらにして罪につながれ
ている存在である，というのがキリスト教
の人間理解である。しかし，悪の伝播と存
続は，あたかも遺伝病や負債相続のように
単に外的に負わされたものではなく，自ら
その責

せ

めを負うことのできる内的なもので
なければならない。そのためには，各自が
自ら罪に堕

お

ちたのでなければならない。ア
ダム以後のわれわれも，アダムと同様に，
無垢
む く

な状態から自らの意志によって責めあ
るものとなった，と考えねばならない。原罪は自由意志の
喪失状態であるが，それは，人間の自発的な行為が自由に
おいてまさに自由を喪失する，という自己矛盾の構造をな
している。キェルケゴールは，われわれのなかのアダムを
心理学することによって，

によって解明しようとしたのである。
聖書の記述によれば，アダム
は，「神のように善悪を知る

者となる」木の実を食べることを神に固
かた

く禁じられていた
が，蛇

へび

にそそのかされてそれを破り，エデンの園
その

を追放さ
れた，とある。それにしても，アダムはなぜ神の禁止の言
葉に従わなかったのであろうか。蛇の誘惑

ゆうわく

に原因を帰する
ことは，〈自

みずか

ら招
しょう

致
ち

した罪〉というわれわれの立場と矛盾
する。アダムはそれを自ら招

まね

き寄
よ

せたと考えねばならない。

しかし堕罪以前のアダムは無垢であり無知で
あった（善悪を知る者となったのは，木の実
を味わったあとであるのだから）。無知なる
彼が神の言葉の禁止の意味を理解したはずが
ない。彼は他からそそのかされたわけでもな
く，またそれと知って悪をなしたわけでもな
い。とすれば，無垢から責めへの移行はどう
して生じたのか。この難問はただ「不安の概
念」によってのみ解

と

かれうる。
キェルケゴールによれ
ば，その時アダムをとら

えたのは「不安という見知らぬ力」であった
が，「不安をおそれながらも，それを愛し，
そのなかに溺

おぼ

れた」点において彼に責めがあ
る。 。
「不安の無として無垢を素通りしていったものが，今やアダ
ム自身のなかに入り込んできたのである。それはなお無であ
るが， である」。自由が自身
の可能性をのぞき込んで不安にかられ，その身を支

ささ

えるため
に有限性につかまる時，めまいが生じて失神し，気がついた
時には責めある者となっていた。このようにしてアダムは第
一の罪を犯したのである，と。
アダムの罪によって罪性がこの世に入り，人類の歴史がそ

こから始まることとなる。アダム以後の個々人も，不安のも
とに自らアダムと同じ行為（無垢から責めへの飛躍）をその
つど繰

く

り返す。各個人は歴史のなかでその始まりから始める
のである。ヘーゲル哲学における「始原」や，「移行」とか
「否定」とか「媒介」というヘーゲルの歴史哲学を動かす運
動原理に対して，キェルケゴールはその思弁性を批判し，
〈 〉をもって歴史の始原とし，実存の運動原理と
なした。不安はその意味で，アリストテレスの〈驚

きょう

異
い

〉やデ
カルトの〈懐

かい

疑
ぎ

〉とともに，哲学のもう一つの出発点でもあ
る。 （大屋・細谷編『キェルケゴールを学ぶ人のために』世界思想社）

キルケゴールは，19世
紀前半の近代社会に生

きたが，自己の特異な宗教体験にもとづいて罪の意識を
深め，「人はいかにしてキリスト者となるか」ということ
を生涯の課題とし，その探求の過程で「実存」という考
え方を展開した。

S. A. Kierkegaard

1813～1855

キルケゴールは，何かが気がかりで安心できないさまを
意味する「不安」という日常語に人間のあり方にかかわる

実存哲学的な意味づけをおこなった。資料は，不安の概念を手がか
りにして，なぜアダムは最初の罪を犯したのかを解明した部分の
解説であるが，不安が人間の自由に由来していること，また，その
自由な可能性が不安を生み，自ら自由を喪失する（罪を犯す）矛盾
に陥ることなど，実存としての人間のあり方がとらえられている。

0
17
21

24
25
27
28

29
30
33
36
42

1813
30
34

37
38
40
41

42
43
46
49
55

コペンハーゲンに，七人兄弟の末子として生まれる。
コペンハーゲン大学に入学。
４月15日，日記をつけ始める。ギーレライエへ旅行。
ギーレライエから帰った日に母アンネ病死。
初めてレギーネ・オルセンに会う。母校のラテン語講師。
父ミカエル・ペーダーセン死去。
神学の国家試験に合格。レギーネと婚約。
哲学の学位論文を提出，学位を認められる。婚約を破棄。
ベルリンに旅立つ。シェリングの講義をきく。
『誘惑者の日記』脱稿。
『あれか=これか』『おそれとおののき』『反復』出版。
評論紙『コルサル』がキルケゴールの漫画と嘲笑文を掲載。
『死に至る病』刊行。
キリスト教会のあり方を批判する闘いのなかで死去。

・・・・・



そもそも情報化社会とは，情報を担
にな

う記号の意味解釈の仕
方が決まっている，あるいは限定されていることを前提にし
た社会です。記号の意味解釈が決まっていなければ，たとえ
相手が情報を発しても，とんでもない誤

ご

解
かい

や曲解
きょくかい

が生まれて，
何を言っているのかわからないからです。その証拠

しょうこ

に，ふつ
うわれわれが「情報」といって，頭に思い浮かべるのは，軍
事情報や経済情報など，日常用いられる数値データを伴

ともな

った
もの，誰

だれ

が見ても意味解釈のゆらぎが少ない，一種の客観性
をもっているものです。小説や詩を情報だと言う人はあまり
いません。受けとった人によって，その解釈がそれぞれ異な
ってくるからです。

われわれは，この情報の意味解釈という点を忘れがちにな
っているという気がします。
例えば，テレビでビールのコマーシャルが流れているとし

ましょう。その中に，男が汗
あせ

をかきながら，ごくごくと喉
のど

を
ならして，実においしそうにビールを飲

の

むシーンが出てくる
とします。見る側はそのシーンを見て，「暑

あつ

そうだな」とか
「この男はカッコいいなあ」とか，いろいろな解釈があるよ
うに思える。ところが，そこには作り手の極

きわ

めて恣意
し い

的な意
味解釈が入

い

れ込
こ

んであるのです。この場合なら，われわれが
いつのまにかビールの売り上げを伸

の

ばす意味解釈をするよう
なイメージ操

そう

作
さ

が巧妙
こうみょう

になされているのです。
つまり，伝送される情報は，大量生産・大量消費の商品経

済と結びつき，「売れること」「役に立つこと」が唯一
ゆいいつ

の意

味解釈の基準，社会生活の価値になっていく。テレビのワ
イドショーが芸能人のスキャンダルを延

えん

々と伝えるのも，
「面白いから」「視聴率がとれるから」でしょう。ものめず
らしく，刺激的なものが，“善”とされているのです。そ
して，何だかわれわれもそれが魅力あるもの，大事なもの
のように感じ始めているのではないか。いつのまにか誘発

ゆうはつ

されている気がします。

コンピュータが安価になり，ますます身近な存在になっ
ていけば，今まで以上に情報が安い価格で，無制限に複
製・編集され，拡大再生産されて，大量に流れていくでし
ょう。
さらに，デジタル化によって，アナログな信号波形をサ

ンプリングして数値に直せますから，記録伝達もしやすく
なるし，いくらでも修正し，操作できるようになる。……
写真や映像などアナログなイメージ情報も，いったんデジ
タル化すればコンピュータ・グラフィックス技術でいかよ
うにも細工が可能なのです。これを悪用すれば，ニセの証
拠写真で世間を操作することもできるでしょう。

処理しきれ
ないほどの情報量に囲

かこ

まれて，誰もが非常に忙
いそが

しくなるの
ではないか。気がつかないうちに作り手の意味解釈を無批
判に受け入れてしまうかもしれません。
われわれは表面的には情報に対して自由に意味解釈して

いるようにみえても，その実，深層ではとても不自由で，
真
ま

綿
わた

で首を絞
し

められているような，そんな生きにくい社会
になる恐れもあるわけです。
（西垣　通「夢物語や不安を超え，多元的な語り合いの世界を」

AERA Mook『情報学がわかる』所収）


